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4⽉から8名の新⼈が加わり、⼤学により活気が出て参りました。
産科、婦⼈科ともに未来という構図を描けるキャンパスが出来上がりつつあります。

今後とも同窓の先⽣⽅のご指導、ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。



第71回⽇本産科婦⼈科学会 in 名古屋

2019年4⽉11⽇から14⽇の間、名古屋にて第71回⽇本産婦⼈科学会が開催されました。
当科からも多くの医局員の先⽣⽅が参加し、⽇常診療から得た新たな知⾒の発表を⾏い
ました。

写真⼀番左が櫻⽥君臨床的知識の基礎から統計学に⾄るまで、発表における必要知識および技量は多彩
を極めます。今回、医局内での厳しい予演会を経て発表された演題はどれも素晴ら

しいものでございました。



祝！！⼩林理君JSOG Congress Encouragement Award 受賞
⼤学院⽣の⼩林理君が⼤学院での研究内容である「Small‐molecule inhibition of Wee1 
kinase by AZD1775 selectively sensitizes human papilloma virus (HPV)‐associated cervical 
cancer to DNA‐damaging therapies」をInternational sessionにて発表し、⾒事JSOG 
Congress Encouragement Award を⾒事受賞しました。素晴らしい快挙です。

今後の研究の更なる発展を期待しています。

池⽥悠⾄君第72回⽇本産科婦⼈科学会シンポジスト決定
⾃らの事を書くのは恐縮なのですが、私、池⽥は第72回のシンポジストに選出され
ました。今まで御教育頂いてきた川名教授をはじめ諸先⽣⽅にこの場を借りて深く
御礼申し上げます。教室の恥とならぬよう、精⼀杯努⼒させて頂く所存です。

第72回⽇本産婦⼈科学会のシンポジウムI（腫瘍）のメンバーです。



区⻄北部桜⾨産婦⼈科研究会のご報告

同窓の先⽣⽅のサポートの下、第3回が2019年4⽉26⽇⾦曜⽇に池袋のホ
テルメトロポリタン東京で開催され盛会に終わりました。研究会では九
州⼤学の加藤教授をお招きしました。⾸都⾼の渋滞に加藤教授が巻き込
まれ、ハラハラドキドキしながらご到着を待つという波乱のスタートと
なりました。

ご到着された加藤教授からは主にがん幹細胞に関する研究、当科も得意
とする広汎性⼦宮頸部全摘術に関しての詳細な臨床解析の結果、および
遺伝⼦変異の意義に関しての御講演を頂きました。
⾮常に⾯⽩いお話を頂き、開始後すぐに会以前のハラハラドキドキは完
全に違うものに置き換わっておりました。
会の後には産婦⼈科における乳がん領域を通じ加藤教授と深いご親交を
お持ちの⼟橋先⽣、寺本先⽣にお時間を頂き、加藤教授と親睦を深めさ
せて頂きました。今後も定期的に区⻄北部桜⾨産婦⼈科研究会を開催予
定です。皆様のご参加をお待ちしております。



次号予告 同窓会総会のご報告
＊皆様からの寄稿をお待ちしております
実際の内容が変更になることがございます。あらかじめご了承く
ださい。
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新医局⻑ ご挨拶

2019年同窓会関連⾏事の⽇程について
2019年6⽉29⽇ (⼟) 同窓会総会 (案内状を同封しております)
2019年12⽉21⽇ (⼟) 同窓会教室忘年会
同窓会教室忘年会の案内状はあらためて送付いたします。

2019年4⽉より医局⻑を拝命した池⽥悠⾄と申します。
平成17年卒に本学を卒業した後に聖路加国際病院にて初期研修し、
その後東京⼤学にて後期研修を経た後にいくつかの⼀般病院を経験し
東京⼤学助教、シカゴ⼤学博⼠研究員、
および埼⽟医科⼤学国際医療センター助教を経て
2018年4⽉より本学産婦⼈科学教室へ⼊局させて頂きました。

同窓の先⽣⽅と医局との交友をより密に⾏える環境形成のお⼿伝いをさせて頂く事を⽬標に掲
げつつ、今後の⽇本⼤学医学部産婦⼈科学教室の発展の礎を形成するため⼟台の⼀部でも作る事
の助⼒が出来ればと考えております。⾄らぬ点も多々ある医局⻑かとは存じますが、今後ともご
指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

2019年新⼈歓迎会

2019年4⽉24⽇、池袋ビストロモ
ンパルナスにて新⼈歓迎会が⾏わ
れました。当⽇はあいにくの⾬と
なりましたが、今年度は医師8名、
３A病棟5名、３BM病棟8名の新た
な⼊職者に恵まれ、盛会となりま
した。多くの参加者があり、会場
になかなか⼊りきらずほぼ⽴席状
態となったのは、⼀重に今後の科
の発展を⾒ているようで⼤変嬉し
く感じました。
我々医局員としては安藤花野先⽣、浮津彰吾先⽣、鎌⽥早紀先⽣、⼩林理沙先⽣、中村華先⽣、
能勢杏先⽣の6名の専修医（医師3年⽬）に加え、専修医を終えた加藤ゆりあ先⽣、およびベテ
ランの川上⾹織先⽣の計8名の⼊職があり、それぞれに抱負を語って頂きました。


